
教育委員会（ ５月 ）会議録 

招 集 年 月 日  令和 ５年５月３０日（火） 

招 集 の 場 所  白馬村役場 ２階 庁議室 

開閉会の日時 

及 び 宣 言 

開 会 令和 ５年 ５月３０日（火）午後 ２時００分 

閉 会 令和 ５年 ５月３０日（火）午後 ３時２０分 

出 席 委 員 

職 名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名 

教 育 長  横 川 秀 明 委 員 田 口 令 子 委 員 武 田 弥 生 

教育長職務代理者 幅 下  守 委 員 松 沢  亨   

事 務 局 

教 育 次 長 横 川 辰 彦 生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ課長 松 澤 宏 和 子育て支援課長 内 山 明 子 

教育係 長 今 井 志 保     

      

会議の要旨 

  

１ 開 会 

 ［教育長］ 

 開会を宣言した。  

 

２ 令和 5年 4月定例会の会議録について 

 ［教育長］ 

 異議なく承認された。 

 

３ 報告 

○教育長報告 

 今月の 15、16 日と全国町村教育長会議が銀座で 3 年ぶりに開催された。全国各地から 500 名以上の教

育長が参加し、文科省からの報告と各都道府県ブロックごと代表の事例発表があった。私も初めて参加し、情

報交換とともに、それぞれの町村の特色ある取り組みを勉強した。 

 5 月 22 日、私と幅下代理が大町の北アルプス会館で開催された大北地区の教育長と代理の会議に出席し

た。中信教育事務所の主幹から、本年度の予定並びに教育方針についての話しがあった。また会議の終了

後、教科書採択連絡協議会に出席した。教育長や教育長代理と初めて会うこともあり、いろいろな情報交換を

できて良かった。 

 5 月 26・27 日と関東甲信越静の教育委員会の総会並びに研修会に参加した。埼玉での開催で、翌日、群

馬、栃木等の研修施設を回り、委員同士の情報交換や交流ができ、有意義な 2日間であった。 

 

○教育次長報告 

 北小、南小ともに、この 27日の土曜日に運動会が行われた、新型コロナウイルス感染症が 5類に移行し、地

域の方や保護者も通常通りの参観で児童も声を出しての応援であった。また両校とも 150 周年記念と位置づ

けており、村男Ⅲ世、渡部兄弟の参加などそれぞれに趣向を凝らした運動会が賑やかに行われた。 

 5 月 16 日に給食への異物混入があった。冷凍の行者ニンニクに付いていたと思われる虫である。南小 4 年

生の担任の皿で発見され、調理員で情報を共有し、再発しないように作業工程の確認をしている。 

 令和 5 年度から学校支援コーディネーターに 3 校を回っていただいている。白馬南小では 5 月からクラブ活

動ボランティアとして携わっていただける人を学校と繋いでもらった。ダンス、手芸、アウトドア、将棋などで協力し

ていただける方が見つかり、5 月に 2 回クラブ活動が開催された。引き続き、北小についてもボランティアを探し

ており、運動会のときなど精力的に声掛けを行っていた。 

 



○子育て支援課長報告 

 特になし。いま、白馬っこ応援交付金の申請を小学校一年生に対して行っている。対象は 50名。 

 

○生涯学習スポーツ課長報告 

 今月の 22、23 日と全国の伝統的建造物群保存地区の全国大会、総会、研修会があり、白馬村としては初

めて参加した。兵庫県の丹波篠山市で開催され、篠山市では、地区の協議会を中心に、非常に多くの住民の

皆さんが関わりを持つ中で活発な保存、活用が行われていて、非常に参考になる点が多かった。来年は長野

市の戸隠で行うと聞いている。 

 

○学校の報告 

 5月 22日の校長教頭園長合同会議の報告に基づき、教育係長が報告した。 

 教育次長から 2点補足あり。 

 [教育次長] 

 9 月から小学校と中学校を対象にしたフリースクールを始めたいと挨拶に見えた方がいる。これから詳細が決

まってくる。 

 5月 8日に高校 1年生 8人ぐらいが、平川の橋の下で、飲酒をしたと通報があった。その中に中学生がいた。

彼自身は飲酒していない。 

 [教育長] 

 北小の日本語ができない児童についても報告を。 

 [教育次長] 

 北小で日本語がほぼできないご家庭が増えてきている状況である。 

日本語で日本の生活補助をするご家庭が増えてきた感じもある。 

 [教育長] 

 私も直接は聞いていないが、やはり日本語支援の先生に、ご負担がかかっている。今後どういう対策が取れる

か、どういう支援が取れるか、教育委員会ともども相談していこうと思っている。 

 [子育て支援課長] 

 最近、生まれた赤ちゃんを見ていて思うが、働きに来ているご夫婦は、本当に車もなくお金もなくやっている外

国人で、前とは雰囲気が違うと感じる。 

 [委員] 

 今の日本語支援の実態がわからないので、レクチャーをいただいければ検討できると思う。 

 [教育長] 

 支援している先生から直接話しを聞いた方がいいと思っている。現状把握をまずした上で、方策を考えていか

なければいけないと思っている。 

 [教育長] 

 今年は、研修と一緒になって運動会に参加できなかったが、また小中学校の行事をご覧いただいて、ご意見

いただければありがたい。 

 

〇保育園の報告 

 5月 22日の校長教頭園長合同会議の報告に基づき、子育て支援課長が報告した。 

 

４ 議 事    

○承認第 13号 区域外就学について 

 [教育次長] 

 大町の方に 4月 25日に転出したが、連休まで北小に通いたいということで、連休後 5月 2日までの間、白馬

北小へ通うことを承認したというもの。 

・全員賛成で承認された。 



○承認第 14号 会計年度任用職員の任用について 

 [子育て支援課長] 

 令和 5年度会計年度任用職員に、子育て支援ルーム、放課後児童クラブの代替え保育士を１年間お願いし

たい。 

・全員賛成で承認された。 

 

○承認第 15号 通級指導教室への通級許可について 

 [子育て支援課長] 

 耳からの情報は入りやすいが、最後まで聞いたり正しい理解をすることができず、一度の指示では活動できな

い、わからない、難しいとか不安に思うと諦めてしまうことがあるという。通級教室への通級を希望している。 

 ・全員賛成で承認された。 

 

○議案第 38号 白馬村グリーンスポーツ条例の一部改正に対する意見について 

 [生涯学習スポーツ課長] 

 グリーンスポーツの野外キャンプ場の上限の価格を上げるものである。 

野外キャンプ場は、日帰りで今 1 人 400 円、1 泊については 1 人 1,000 円。その上限を日帰り 1,000 円、1

泊 3,000円に改正するもの。附則だが 7月 1日からである。 

 [委員] 

 上限っていう言葉を使ったが、それ以外にもあるということか？ 

 [生涯学習スポーツ課長] 

 上限の中で、いろいろ価格設定ができるようにという趣旨の改正である。 

 ・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 39 号 パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正

に対する意見について 

○議案第 40 号 パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する規則の一部改正

に対する意見について 

 [教育次長] 

 パートタイム会計年度任用職員の報酬期末手当費用弁償に関する条例の一部改正で、日本語指導講師の

金額を変えたいものである。 

 条例を 1,500円に引き上げたい。規則は、給料表から算出して１,077円にしたい。4月 1日に遡及したい。 

 ・どちらも全員賛成で可決された。 

 

○議案第 41号 白馬村新生児聴覚検査実施要綱の制定に対する意見について 

 [子育て支援課長] 

 要綱の趣旨だが、聴覚障害の早期発見および早期支援を図ることを目的に実施する新生児の聴覚検査の

実施に対して、必要なことを定めたものである。対象児は、白馬村で妊娠の届け出をした妊婦の産んだ新生児

となる。実施機関は、長野県医師会と契約した医療機関。生まれた赤ちゃんが、妊婦さん、お母さんが退院す

る前のほぼ 4日とか 5日の間に検査が行われる。 

第 6 条だが、受検票の交付は妊娠の届け出をしたときで、出生後に検査の受診をする。第 8 条、聴覚検査の

費用は 1 回につき 5,000 円を上限とし、村が助成する。第 9 条の 2 項、県外の里帰りなどで、契約医療機関

でできなかったものについては、償還払いをできる形に定めてある。附則だが、公布の日から施行して、令和 5

年 4月 1日から適用したい。 

 [教育長] 

 第 2条は母親か？ 

 



 [子育て支援課長] 

 妊娠届けをした者にした。 

 ・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 42号 白馬村立白馬中学校における拠点校部活動要綱の制定について 

 [教育次長] 

 部活がない中学については、その地域の拠点となる学校に一緒になって参加できるように緩和がされてきた。

今年、小谷中の 1年生でバレーボールをやりたいが、バレーボール部がないので、白馬中で活動したいと申し出

があり、活動要綱を小谷村教育委員会と相談しながら作った。 

 目的は、白馬中学校を拠点校方式にする部活動について定めるものである。申請は、参加申込書に小谷中

を経由して白馬中に提出し、教育委員会の承認を得た後に、拠点校活動を行っていく。参加できる生徒は部

活がない、あるいは自分で参加できるとか、そういったものを定めている。 

 試合の参加については、それぞれの大会の要綱を中体連の規定に従って、拠点校が事務を行って参加す

る。事故の対応だが、基本的には拠点校で行う。小谷村教育委員会でも同様の内容で協議し、内容は確認し

ている。 

 [委員] 

 部活動がない場合に限られる？合同とかそういうものは学校ではやらないってことか？ 

 [教育次長] 

 部活動がないというのは、チームが組めないから参加できないということ。 

 [教育長] 

 野球は、北安で一緒にやっている。これは拠点校方式の中で、特に小谷と組む例。 

 [教育次長] 

 中体連の競技によって対応がみんな違う。 

 [委員] 

 この拠点校とした場合、他の市町村と、要綱が統一になるのか、そこまで広げないのか。 

 [教育長] 

 とりあえず小谷、白馬で、拠点校の代表で出るような形をとりながらやっていく。様々な制約とか、あるいは競

技ごとによって、変わってくる可能性はある。 

 ・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 43号 令和 5年度スクールバス実証運行計画について  

 [教育次長] 

 南北小学生が 7月 3日から 7月 21日までの 14日間、11月 29日から 3月 15日までの 66日間運行。

乗車対象者についても変わりはない。実証運行という名前だが、登下校の間でバスと運転手をデマンド、循環バ

ス、そういったものに使えないか実証していく。地域公共交通網計画の中で検討していく。 

 今回提出した計画については、小学生のみだが、秋までに中学生のニーズ調査を行いたいと思っている。今

回については、当初計画ということで小学生の運行計画のみということで提出している。 

 [教育長] 

 小学生はこんな形で、今年度からまたやってみたいと思っている。昨年までの検証の結果を踏まえた形で実

施したいということである。 

 ・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 44号 令和 5年度白馬村一般会計補正予算（第 1号）（教育予算）に対する意見について  

 [子育て支援課長] 

 歳入は、子育て世帯生活支援特別給付金が、低所得の方への給付と、今年度、家計急変の方で、国庫補

助 10分の 10で 1,000万円。事務費が 107万 1,000円で補正をした。ひとり親の県費が、10分の 10で 20



万円。 

 歳出は、交付申請に関わる会計年度の報酬が 25万円。職員手当が 23万円。給付金の事務費、消耗品が

27万 5,000円、印刷製本が 5万円。郵送料の役務費が 2万円。電算システムの委託料が 24万 6,000円。

それから給付金については昨年同様、お子さん 1 人 5 万円で、令和 4 年度の実績が 940 万円、188 名から

前年度同様と見込んで 1,000万円の歳出を補正する。 

 ひとり親分だが、受付に関わる会計年度任用職員の報酬が 5万円、職員の手当が 4万円。需用費が 10万

円。郵送料が 1万円で補正予算を組む。 

 ・全員賛成で可決された。 

 

５ その他          

・青鬼地区砂防工事に伴う倉庫移転について（伝建地区の現状変更）  

 [生涯学習スポーツ課長] 

 前の教育委員会でも説明したが、伝建の青鬼地区で砂防工事が始まっている。令和 7 年までかかるが、その

堰堤までの工場道路の建設、それに伴っての現状変更。変更の理由については、倉庫の移設および撤去。時

期は、許可の日から今年の 10月 1日までである。 

 

・白馬村 B&Gプールのオープンについて 

 [生涯学習スポーツ課長] 

 6月の第 1の土曜日に、今年もフルオープンする。価格等については、そこに示した通り。現在、準備が整い、

オープンを迎える状態になっている。 

 

・6月の日程について 

 [教育長] 

 資料により説明。 

 

・次回定例会日程案 

 令和 5年 6月 23日（金）午後 2時から ふれあいセンター1階会議室で行う。 

   

 

 

署 名 欄 

教 育 長  

教  育  長 
職務代理者 

 

委  員  

委  員  

委  員  


